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ガバナー事務所とガバナーエレクト事務所、地区事務所が三位一体となりました

第6回 ガバナー補佐会議にて



地区大会記念ゴルフ大会が394名もの参加をいただき開催できたことに深く感謝申し上げます。

COVID-19の感染影響により、各種行事が開催方法の変更や規模の縮小を強いられるなか、多く

の方々と共に楽しませていただき感無量です。10月5日の初日はあいにくの雨で第一分区の皆さ

んにはご不便をおかけしましたが、二日目の6日は曇りのち晴れのゴルフ日和で皆さんにお楽しみ

いただけたことと思います。参加していただいたロータリアン、ご尽力いただいた実行委員会、ご協

力いただいた全ての皆さんに感謝申し上げます。

地区の最重要課題であった、2022-23年度ガバナーが決まり安堵しています。山本和則ガバ

ナー指名委員長、宇尾野隆ガバナー補佐、第二分区会長・幹事、新潟ロータリークラブの皆さん、

そして何よりご英断いただいた髙橋秀樹ガバナーノミニーに心から感謝申し上げます。COVID-19

禍で思うように活動ができない現状ではありますが、これからの地区運営にご尽力いただければ幸

いです。

会員各位には、ガバナー選出輪番制の順番が違うのではと思われる方もいらっしゃると思います

が、田中年度で決定し、川瀬年度で運用を含め再決議されたのは、「第二分区のみ2020-21年度

を起点とした、8年間の間に2回輩出することとし、他の分区は前記の8年間の間に1回ずつ輩出す

ること、その後も同様とする。」という内容です。もちろんガバナー選出はクラブからの推薦が基本

であり、これを妨げる事なく優先いたしますが、現実的に困難な場合、当地区独自の“知恵”として

輪番制とその順番を申し合わせた訳です。今回申し合わせた順番が変更になりましたが輪番制に

反したものではなく、あくまでも会長会決定に則った対応であることにご理解をいただきたいと思い

ます。今後についても、各分区の皆さんと対話をしながらガバナー選出についてご協力を得てい

きたいと考えています。

ガバナーになって強く感じることですが、納得した良い活動のためには、ノミニー期間が１年必要

です。地区という組織を理解し構成、活動を考慮し予算を編成、そして皆さんの理解と協力を得る

には相当の時間を要します。私は、当地区の歴代でノミニー期間が最も短かく、かつ国内で最後

に選出されたガバナーなので想いもひとしおなのかもしれません。これからも皆さんと一緒に是々

非々を以て、機会の扉を開き良いことをしていく所存でありますのでご理解とご協力をお願いいた

します。

RID2560 ガバナー月信2020.11

1

国際ロータリー第２５６０地区

2020-21年度

ガバナー 佐藤 真（村上岩船）

感謝申し上げます



９月２７日（日）津南町のニュー・グリーンピア津南にてＩＭを開催しました。

COVID-19が未だ終息していない中ですので、参加人数を各クラブの４０％にしていただき７６名

で行いました。講演やアトラクションも中止でパストガバナーもお呼びしないで、来賓は津南の桑原

悠町長様のみで6分区内だけの参加でした。

桑原町長様に津南ＲＣの活動を知ってもらうには、良い機会だったと思います。

受付時に全員にフェイスシールドをお配りして、会話をする際は、マスクより聞き取りやすいという

判断であります。メインのフォーラムは、「各クラブの状況・今回の非常事態発生から今迄の対処と

今後の運営」という事で、５項目について各クラブ会長６名の方が登壇していただき、１時間の話し

合いが行われました。各クラブ共通の問題として、「会員の増強は現状では難しい。」「今の会員維

持も心配な事がある。」等の意見がでました。

そして、ガバナー選出については、少人数のクラブでは大変で退会者が出るのではないか等、

消極的な意見が出ました。

親睦を深める懇親会は、１テーブル５名で飲み放題プランにないアルコールも会場での配慮で

出ました。参加費は8,000円でしたが、参加者は余り席を動かず、各テーブルごとに会話が弾み、

あっという間に終了となりました。

パストガバナー佐々木様には、会員で参加という事になり、大変失礼と思いましたがさすが、パス

トガバナーでした。

参加者全員にありがとうございました。
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国際ロータリー第２５６０地区

2020-21年度第6分区ガバナー補佐

高橋 主計（津南）

第６分区ＩＭを終えて



10月3日（土）に新潟市のホテルイタリア軒にて第2分区のIMを開催いたしました。

今年は、COVID-19の感染防止を考慮し各クラブ6名程度の参加者に限定させていただき、48名

のご参加をいただきました。また、会場以外からも佐渡RC前田朋信会長、地区RLI推進委員会の

皆様にもzoomを通して参加をいただきました。

先ず初めに、ホストクラブである新潟RC高橋秀松会長よりご挨拶があり、新保清久PG・地区RLI

推進委員長のご挨拶・講師紹介の後、RLI日本支部中村靖治ファシリテーター委員長（第2770地

区PG・吉川RC）より「ロータリーの誇り～RLIに参加してロータリーを語ろう～」というテーマでご講演

をいただきました。その後、新潟市内7RCの幹事・副幹事の皆さんが研修者となり大澤力（新潟西

RC）ディスカッションリーダーのもと「倫理と職業奉仕」というテーマで模擬研修を実施いたしました。

RLI ＝ロータリいくつー・リーダーシップ研究会は世界400以上の地区が実施している他地区合

同プログラムで、かのキーワードをもとにロータリーを語り合いながら学ぶことで、ロータリアンの自

己啓発を促しクラブの活性化を目指そうというものです。当地区もその導入準備を進めているとこ

ろです。
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国際ロータリー第２５６０地区

2020-21年度第2分区ガバナー補佐

宇尾野 隆（新潟）

第２分区ＩＭ開催報告



模擬研修の終わりには、渡辺敏彦PG、山本和則PG、高尾茂典GEからコメントをいただき終了し

ました。その後、高尾茂典GEより中村講師に謝辞が行われ、次年度ホストクラブ・新潟東RCの水

本直弥会長エレクトよりご挨拶をいただき、ガバナー補佐である私の方から参加された皆様への御

礼と片山政博次年度ガバナー補佐のご紹介をさせていただき閉会となりました。

今回は、現在の状況を考え懇親会は行いませんでしたが「RLI」に対して各クラブの皆様に理解

を深めていただく機会になったと思います。各クラブの会長・幹事の皆様はじめ開催にご協力いた

だいたすべての皆様に御礼を申し上げまして、ご報告とさせていただきます。
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樹木に新芽が生え桜咲き心地よい風が共に緑深くなる春、とめどなく湧き流れる水源と降り注

ぐ太陽の下でぐんぐんと植物が育つ夏、田んぼが金色となり木々が紅葉し色鮮やかになる秋、

深々と雪が降り大地と山々が白く輝く冬。

この素晴らしい四季を体感できる我々の活動地域であります妙高地域は、15年前の旧新井市、

旧妙高高原町、旧妙高村の合併により妙高市として誕生し、西に妙高山・火打山・焼山・大毛無山

を中心とした山々、東に斑尾山から1,000m級の山々が続く関田山脈の山々に囲まれ、その山々

から湧出する清らかな水と肥沃な土を持つ扇状地が優良な農地を作っています。

この誇れる資源の下、新井ロータリークラブは、1959年9月19日にRI加盟承認を受け翌1970年6

月5日に高田ロータリークラブをスポンサークラブとして27名で発足しました。以降60年、チャー

ターメンバーから続く先輩諸氏が、ロータリーの第一の目的でもあります親睦と奉仕の下に集い活

動を推進して参りました。それは学校、養護老人ホーム等施設への植樹と本・楽器等の寄贈、幹

線道路、道の駅、公園、公共施設での立哨とクリーン活動等の社会奉仕活動。四つのテストを中

心に地域、職業で活躍されている方達からお話 (例会卓話) を頂き学びを共有した職業奉仕活動。

新井ローターアクトクラブを提唱し共に歩み活動してきた青少年奉仕活動。研究交換、交換留学

生、世界の留学生との事業、交流会等を実施してきた国際交流活動。歴代メンバーとその家族で

積み重ねられた交流と親睦の歴史であります。

そして2020年9月19日、新井ロータリークラブは新井妙高ロータリークラブに名称変更いたしまし

た。この60年の新井の歴史に妙高がプラスされました。妙高の素晴らしい四季と資源の中に新しい

風が吹きます！この風は沢山の活動を生み出します！素晴らしい人との出会いを作ります！時代

の変化の波に乗りもっともっと魅力ある笑顔溢れる新井妙高ロータリークラブへ！新井妙高ロータ

リークラブメンバー一同邁進してまいります。つきましては、2560地区各ロータリークラブの皆様に

は、これからも変わらぬご指導ご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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60年の歴史(新井)と新しい風(妙高)と共に

国際ロータリー第２５６０地区

新井妙高ロータリークラブ

2020-21年度 会長 乗木 邦友
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掲題に関しまして、去る10月5日と6日の両日に亘り、胎内市の日本海カントリークラブにて参加

登録411名、内競技参加394名、団体戦参加36RCの皆様方のご協力を賜り、盛大に開催させて頂

きました。

今回の地区大会記念ゴルフ大会は、今年に入りCOVID-19の感染拡大から緊急事態宣言の発

出など一時は開催そのものを懸念したことも御座いましたが、政府ならびに地方自治体挙げての

諸対策が功を奏し、更にご参加の皆様にはCOVID-19三密対策（マスク着用、手洗浄、集合写真

省略など）へのご理解とご協力を頂きまして無事開催することが出来ました。

改めまして衷心より厚く御礼申し上げます。

また、不慣れから何かとご不便をお掛けしたことが多々あったと存じますが、何卒ご容赦頂きたく

お願い申し上げます。

そして、大会の一つのイベントでありますチャリティ品寄贈につきましては、胎内市社会福祉協議

会の希望もあり、ワンタッチテント1張りを10月14日佐藤真ガバナーより寄贈させて頂きました。

尚、同社会福祉協議会会長からは御礼に加えて「どうぞ皆様へ宜しくお伝え頂きたく」とのお話が

御座いましたのでご報告申し上げます。

結びに、今回の大会にご協力頂きました日本海CCの皆様ならびにホストクラブ（中条、中条胎

内）の皆様へ実行委員会を代表して厚く御礼申し上げます。

以上
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地区大会記念ゴルフ大会の報告

国際ロータリー第２５６０地区

2020-21年度地区大会記念ゴルフ大会

実行委員長 時田 政義（中条RC）

日本海カントリークラブにて 10月14日のチャリティ品贈呈式
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第2560地区 2020-21年度9月末 会員数およびMy Rotaryアカウント登録率
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. 米山月間はなぜ  月？
国際ロータリー理事会が指定したロータリー

の特別月間に加え、日本独自の月間テーマとし

て、10 月は米山月間となっています。なぜ、10

月なのでしょうか？ 

1975 年 8 月、米山梅吉翁が逝去した 4 月 28

日までの 1 週間を「米山週間」とすることが決

定しました。ある地区ですでに行われていた強

化活動を全国へ広げ、米山奨学事業を促進する

ことが目的でした。しかし 1980 年度になると、

米山週間は4月から10月 1日～7日へと変更さ

れました。その理由はいくつかあります。一つ

には「ロータリー雑誌週間」が 1978 年度から 4

月となり、重なってしまったこと。また、4 月で

は各クラブへ送付される事業報告書などの資料

数字が約 1 年前のものとなることや、採用され

たばかりの奨学生に卓話を依頼することに無理

がある、ストが多い、などの現実的な支障があ

ったためです。そして何よりも、東京ＲＣによ

る米山基金から日本全地区クラブの共同事業と

する決議や合意が行われた地区大会が、いずれ

も 10 月だったこと、これが大きな理由とされて

います。 

1983 年からは週間制度が「月間」となり、10

月が米山月間として定着し、今に至っています。 

. 米山月間の工夫
10月の米山月間には、ガバナーの方針のもと、

各地区米山奨学委員会や各クラブにおいてさま

ざまな方法で推進がされています。事業理解の

促進に最も効果的なプログラムは、なんと言っ

ても米山奨学生の卓話です。しかし、今年は新

型コロナウイルスのため、例会そのものが休会

だったり、感染拡大防止の観点から奨学生のク

ラブへの卓話派遣を見合わせている地区もあり

ます。 

第 2680 地区（兵庫）では今年度、各クラブで

の奨学生卓話を中止するかわりに、奨学生一人

ひとりの自己紹介、日本で学びたいと思った理

由、研究内容や将来の目標などのメッセージ動

画を 1 枚のＤＶＤにまとめ、米山月間に合わせ 

て地区内全クラブ

へ配布することを

決定しました。 

そのほか、当会

が発行する恒例の

『豆辞典』も毎年

少しずつ内容を変えており、説明用パワーポイ

ントを当会ＨＰで公開しています。さらに今年

度の月間資料では、新しく発行した『米山学友

の群像 学友会特集号』も各クラブへ送付してい

ますので、ぜひ併せてご活用ください。 

.   寄付⾦速報 ― 米山月間にご協力を！ ―
9 月までの寄付金は前年同期と比べて 5.7％

減（普通寄付金:5.2％減、特別寄付金:6.2％

減）、約 2,200 万円の減少となりました。 

7～9 月の累計額を過去 10 年間の実績と比較

すると、東日本大震災後にあたる 2011～13 年

度の 3 年間を除き、今年度の寄付額は下回って

います。新型コロナウイルスによる景気低迷が

どのくらいの期間影響するか見えない部分が大

きいですが、10 月の米山月間にはぜひ、当米

山記念奨学事業へのご理解とご支援をお願いい

たします。戦後、日本のロータリアンが「国際

親善と世界平和に寄与したい」との思いでつく

り育てた奨学事業は、今、皆さんの手の中にあ

ります。

Vol.
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. ミャンマーの子どもたちに手洗い習慣を
ミャンマーでは 9 月以降、国内の新型コロナ

ウイルス感染者が急増しています。同国政府は

ヤンゴン管区全域のセミロックダウン、流行地

域からの移動制限など、感染拡大に歯止めをか

けるべく対策を強化しています。 

今年度、新型コロナウイルスへの対策プロジ

ェクトを立ち上げているミャンマー米山学友会

では、子どもたちに手洗い習慣を身に付けてほ

しいと、今年 7 月から 8 月にかけて僧院学校 6

校（ヤンゴ

ンおよびマ

ンダレー地

区で各3校）

に手洗い場

計45台を設

置。僧院学

校とは、地元民のお布

施によって運営され、

孤児や貧困層の子ど

もたちが多く学ぶ学

校です。僧侶や校長か

らは、「コロナの影響

で学校を支えてくれ

る支援者が減ってい

るなか、今必要不可欠

な手洗い場を寄贈し

ていただいた」と、感謝の言葉をいただいたそ

うです。このほか、会員が持ち寄ったお金で、

ヤンゴンとマンダレーの各医療施設へ計 380 万

チャット（約 31 万円）を寄付しました。ケイカ

イン ウィントウラ会長は「学友会の会員や有志

の寄付者からのお金を、本当に必要な場所へ届

けるのが会長のつとめだと思っています」と、

笑顔で語ります。 

.   地区米山委員長対象 Web 相談会を開催
当会では年に 2 回、次年度の地区米山記念奨

学委員長を対象とするセミナーを開催し、事務

手続きや年間スケジュールを確認しながら、ケ

ーススタディと推進のアイデアを共有する場を

設けています。 

今年は新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め、9月 25・28・29 日の 3日間にわたって Zoom

を使ったオンラインでの相談会を開催。コロナ

のために日本へ入国できないでいる奨学生への

対応や、地区への特別補助費、8 月から当会で

施行された「個人情報の保護及び管理に関する

規程」、よねやま親善大使やホームカミング制度

などについて事務局から説明したあと、質疑応

答や参加している他地区との情報交換が行われ

ました。 

いずれの地区も、奨学生を含む懇親会・研修

会の開催やその対策、年末年始からスタートす

る次年度奨学生の面接選考の方法などについて、

頭を悩ませている様子が伺えました。当会事務

局では今後 3 日間の質疑応答のまとめを作成し

て配布し、役立てていただく予定です。 


